
水位低下の効果（主な洪水における水位低下効果の実績）

• しゅんせつを行ったことにより、
平成26年8月出水では墨俣地点

年　月　日 出水要因
墨俣地点
ピーク流量

墨俣地点
ピーク水位低下量

平成10年10月18 台風10号 3 約1 2

墨俣地点における水位低下効果

平成26年8月出水では墨俣地点
において約1.6mの水位低下効果
があったと考えられる。

平成10年10月18日 台風10号 約4,300m3/s 約1.2m

平成11年9月15日 台風18号 約5,900m3/s 約1.1m

平成11年9月22日 前線 約4,400m3/s 約1.3m

平成12年9月12日 台風14号 約4,900m3/s 約1.2m
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注1）本表に掲載した洪水は、河口堰の管理開始以降に墨俣観測所においてはん濫注意水位を超過した洪水。

平成14年7月10日 台風6号 約4,400m3/s 約1.6m

平成16年10月21日 台風23号 約8,000m3/s 約2.0m

平成26年8月17日 前線 約4,100m3/s 約1.6m
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注 ）本表に掲載した洪水は、河 堰の管理開始以降に墨俣観測所においてはん濫注意水位を超過した洪水。
注2）平成10年、11年、12年、14年、26年洪水のピーク水位の低下量は、河道しゅんせつ前の同程度洪水(昭和
47年7月:最大流量4,800m3/s)における流量と水位の関係式を用いて、それぞれの最大流量時における水
位を求め、実際のピーク水位と比較したもの。平成16年出水は規模が大きいため、水理計算により最大流
量時の水位を推定し実際の水位と比較したもの。

注3）「平成16年10月洪水における約2mの水位低下」には、しゅんせつ効果とともに潮位変動等の自然要因も含
まれると考えられる
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まれると考えられる。

河道しゅんせつ前の推定水位（T.P. 約9.8m）

しゅんせつ範囲 計画高水位（T.P.約12.2m）
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約約1.6m1.6mの水位低下効果の水位低下効果

平水位（平水位（T.P.T.P.約約1.51.5mm））
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